
〈世帯と人口〉世帯：137,556　人口：226,464（男：108,775　女：117,689）　［うち外国人：10,478（男：5,742　女：4,736）］　※平成30年9月1日現在
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１ 防災
　「渋谷区総合防災訓練」は、渋谷に住まい、集う幅広い世代を対象に、防
災意識を育むため、実施方法や内容の拡充を図り「防災フェス」をコンセプ
トに加えて、今年で３回目を迎えました。初日には「防災関係機関等活動訓
練」を実施し、自主防災組織の皆さまには、早朝から徒歩で代々木公園まで
避難行動をとっていただき、その後の活動訓練では、刻一刻と変化する状
況に応じ、防災関係機関と一体となって、訓練に精励していただきました。
　「渋谷防災フェス」では、子どもから高齢者まで、防災を正しく楽しく学
べる取り組みを行なっています。親子で参加して防災知識が身に付く体感
型防災アトラクション・脱出ゲームや消防士体験ＶＲ（仮想現実）、更には、
東京消防庁の最新鋭のＶＲ防災体験車によるＶＲ防災体験を実施するな
ど、皆さまに楽しみながら防災について学んでいただきました。
　平成30年7月豪雨は、まさに最近の異常気象を象徴しているものと思
います。本区でも、台風の到来に備え、水防本部を設置し対応を行なった
ところです。特に強い台風といわれた台風13号については、近隣住民の
早期避難行動に対応すべく、渋谷川付近の区有施設2か所を自主避難施
設として開設しました。被害の予測が困難な水害へ対応するため、早急に
本区の地域防災計画に反映し、区民の安全安心を図ってまいります。
　大阪府北部を震源とする地震では、小学校でブロック塀が倒壊し、児童が
犠牲となる痛ましい事故がありました。このことを受け、直ちに全区有施設
の緊急安全点検を実施し、区立小中学校、幼稚園、保育園については、建築
技術職員によるブロック塀等の点
検を行なったところです。その結
果、小中学校6校、保育園1園につ
いて、特に早急な対策が必要と判
断し、安全対策工事に着手し、順
次完了させています。なお、通学
路については、6月中に学校教職
員が確認を行い、更に、ブロック塀
の危険性の有無および防犯の両
面から、点検を実施しています。

2 多様性と地域活性化
　9月7～17日に、多様な未来を考える11日間として渋谷・原宿・表参道
エリアを拠点に、多彩なイベントが開催されました。これは、区が基本構想
で掲げる未来像「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」を実現するため
に大切にしている、ダイバーシティ＆インクルージョンが実感できるイベン
ト「ソーシャル・イノベーション・ウィーク・渋谷」として開催したものです。
「ダイブ・ダイバーシティ・セッション」では、国内外からさまざまな有識者
を招き、多様性社会の可能性を探求する「本質」をテーマに掲げたトーク
セッションが展開されました。世界に認知され区民が誇れる取り組みとな
るよう、より発信力のあるイベントに育てていきたいと思います。
　代々木八幡区民施設が、10月1日に「ＹＣＣ代々木八幡コミュニティセン
ター」として、リニューアルオープンします。特徴は、地域活動の場を提供す
ることだけにとどまらず、多様な世
代が集える渋谷区らしいコンテン
ツやイベントを企画・提供すること
で、新たな人のつながりを作り地
域コミュニティーを育もうとする、
これからの区民施設の先進事例と
して運営していくことにあります。
多くの区民の皆さまにご利用いた
だき、新しい感覚の区民施設を体
感していただきたいと思います。

3 環境政策
　「渋谷区環境基本計画２０１８」の普及活動の一環として、一人一人が
環境に対する意識の向上を図り、さまざまな行動に参加してもらえるよう、
ＹＣＣ代々木八幡コミュニティセンターにて環境シンポジウムを開催しま
す。当日10月27日には、著名人による講演会やパネルディスカッション
を実施し、区民の皆さまに情報発信をすることで、行動のきっかけづくり
を行います。

　また、「環境基本計画２０１８」の行動計画では、食品ロスの削減を施策
として掲げています。来月は「３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）推進
月間」と「世界食料デー月間」に当たることから、10月13日に「しぶや・
もったいないマーケット」を、美竹の丘・しぶやなどで開催したいと考えて
います。区民、事業者そして来街者ならびに区が一体となって、環境の保
全、創出に向けた取り組みを進め、基本構想に掲げる「人のつながりと意
識が未来を守る街へ。」の実現を図ってまいります。

4 教育
　いよいよ2年後には、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
が開催されます。この大会が子どもたちにとって、おもてなしやボランティ
アマインドに関する気運の醸成につながるよう、取り組んでまいります。
　東京２０２０大会までの取り組みが着実に実施されるよう、各区立小中学
校、幼稚園では、2020年までのロードマップを作成し、それに基づく取り
組みを進めていきます。大会や選手を支えるため、来日される方々のため
に、何ができるか、教育委員会と連携して進めてまいります。
　部活動の更なる充実や持続可能な在り方の視点から、教育委員会では

「部活動の在り方検討委員会」を設置し検討しています。努力すること、
運動習慣の確立、心と体の育成など、部活動の果たす役割には大変重要
なものがあります。教員の負担軽減に配慮しつつ、部活動の一層の充実が
図られるよう、議論を進めてまいります。
　昨年9月に区立小中学生全員に、一人一台タブレット端末を貸与して
1年が経

た

ち、授業でのさまざまな活用はもちろんのこと、校外学習におけ
る情報収集や、家庭学習における活用などが進められています。今後、
子どもたちの情報活用能力などの育成に向け、継続的な支援を行なって
まいります。
　今年の夏は、連日の記録的な猛暑が続き、教育委員会では、各校、各
園に対し、熱中症事故防止の注意喚起、校外施設における熱中症対策な
どの取り組みを行いました。今後も、子どもたちの安全安心の確保に向け
て、予防や事案発生時の対処など、さまざまな観点から着実に対応してま
いります。

5 福祉
　本年3月に策定した「渋谷区障害福祉推進計画」では、障害のある人が働
きやすい環境づくりの促進を重点施策に掲げています。新庁舎移転後は、
障害のある人を新たに臨時職員として雇用します。そして、一般就労に向け
たステップアップを図るため、このたび「障害のある人の超短時間雇用」を
試行することにしました。
　これは、障害者の法定雇用率
の 対 象とは ならな い 、週 2 0 時
間未満の仕事を「超短時間雇用

（ショートタイムジョブ）」と位置
付け、仕事を依頼したい企業や個
人店舗などと、その仕事をやりた
いという障害のある人をマッチン
グする試みです。東京大学先端科
学技術研究センターの協力の下、
超短時間雇用に適している仕事
を切り出し、区内の障害者就労支援施設を通して採用候補者を募集し、超
短時間雇用が実現する仕組みです。障害のある人が、多様な職場で、個々
の状況に応じた働き方のできる環境づくりを目指してまいります。
　民生委員の各戸訪問による75歳以上の方全員を対象とした敬老金の
贈呈は、区がまさに感謝を込めて行なっている事業です。併せて実施して
いる高齢者実態調査は、一人一人の生活実態を把握すると共に、安否確
認をするための重要な手段であり、他の自治体にはない独自事業です。
今年のような猛暑により熱中症が危ぶまれる中、また、災害時に支援が必
要な方々への対応という点においても、各戸訪問の意義は極めて大きい
ものと考えます。私は、これまでも福祉政策を本区の最重要課題の一つと
位置付けて取り組んでまいりましたが、今後、更に充実した施策を展開し
てまいります。

▲9月8日「パラ卓球をリアル観戦してみよう」にて

区長の発言全文は、区HPに掲載しています

▲渋谷区総合防災訓練

▲ショートタイムジョブ

▲YCC代々木八幡コミュニティセンター

9月20日（木）の区議会定例会本会議における長谷部健区長の発言の一部を掲載します。

平成30年第3回区議会定例会　区長発言（抄）



保育園名（所在地） 日 時 会 場 運営事業者・問い合わせ

さくらさくみらい　笹塚（笹塚1-32）
10月10日（水）15：00から

笹塚駅前区民施設 （株）ブロッサム（☎3562-7839）
10月12日（金）15：00から

美希保育園北参道（千駄ヶ谷3-21）
10月17日（水）19：00から

千駄ヶ谷区民会館 （社福）美希福祉会（☎080-2773-3228）中村 ※土・日曜日、祝日を除く13：00～17：00
10月20日（土）10：00から

認 定こども園 名（ 所 在 地など ） 3歳児 4歳児 5歳児 入園説明会（会場は各認定こども園） 入園案内配布 申込受付期間 運営事業者・問い合わせ

西原りとるぱんぷきんず（西原2-46-4） 7人 1人 1人
10月19日（金） 10：30から
※入園を希望する場合は参加が必要
▶申込　運営事業者へ電話で

10月19～23日 10月22～24日
10：00～15：00

（社福）清香会
（☎5790-5012 ※平日のみ）

代々木至誠こども園（代々木5-14-16） 6人 ｜ 1人 10月12日（金） 13：30から
▶申込　当日会場で 10月12日まで 10月15～17日 （社福）至誠学舎立川

（☎3485-2466 ※平日のみ）

薫る風・上原こども園（上原2-2-17） 4人 ｜ ｜ 集団の説明会はなし ※見学会は随時（平日
10：00から）、事前に運営事業者へ電話で申込 10月12日まで 10月15～18日 （社福）さきたま会

（☎3465-0415）
神宮前あおぞらこども園

（神宮前5-6-1 ☎6418-4361） 6人 ｜ ｜

10月11日（木）10：00～11：00
▶申込　各認定こども園へ電話で 10月11～26日 10月29～31日 （社福）渋谷区社会福祉事業団

（☎6418-5286）

本町きらきらこども園
（本町3-38-10 ☎5358-5951） 4人 2人 1人

本町そよかぜこども園
（本町6-6-2 ☎5333-2688） 4人 ｜ ｜

恵比寿のびのびこども園
（恵比寿西1-19-1☎5784-2531） 4人 1人 ｜ 10月11日（木）13：30～14：30

▶申込　認定こども園へ電話で

まちのこども園代々木上原
（上原2-24-15） 2人 ｜ ｜ 10月10日（水）～12日（金）10:30から

▶申込　認定こども園HPで 10月1～20日
（HPから

ダウンロード）
10月20日～11月1日

ナチュラルスマイルジャパン（株）
（☎5738-8225
  info4@machihoiku.jp 四

し
角
かく

）

まちのこども園代々木公園
（代々木神園町2-1） 2人 ｜ 1人 ｜

ナチュラルスマイルジャパン（株）
（☎3460-1005
  info5@machihoiku.jp 習

しゅった
田）

渋谷東しぜんの国こども園（東1-29-1） 2人 2人 2人 10月17日（水）10:00～11:00 10月17～26日 10月29日～11月2日 （社福）東香会
（☎3406-4169）
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問保育課入園相談係（☎3463-2492 FAX 5458-4907）

問保育課保育計画主査（☎3463-2503 FAX 5458-4907）

問保育課保育管理係（☎3463-2483 FAX 5458-4907）

新しい 乳・子 医療証を郵送しました
▶対象　未就学児（ 乳 医療証）、小中学生（ 子 医療証）
いずれの医療証（若草色）も10月1日から使用できます。期限の切れた医療証は処分する
か、区役所仮庁舎第1庁舎2階子ども青少年課子育て給付係に返却してください。
医療証が届いていない人は、問い合わせてください。
問子ども青少年課子育て給付係（☎3463-2558 FAX 5458-4942）

認可保育園・幼保一元化施設

第41回渋谷区くみんの広場
今年の「くみんの広場」は、11月3日

（土・祝）、4日（日）に開催します。詳
しくは区HPをご覧ください。
問文化振興課交流推進係

（☎3463-1142 FAX 3464-3406）

区立幼稚園・幼保一元化施設（短・中時間保育）

31年4月開園予定の保育園の入園希望者向け説明会を行います

保育所型認定こども園（短・中時間保育）

※申込方法など詳しくは区ＨＰをご覧ください。

31 年 度 園 児 を し ま す募 集

▶申込　申込書を入園希望の園へ提出 ※選考は11月上旬の予定
※入園案内・申込書は、各園HPでダウンロード可（西原りとるぱんぷきんずは入園案

内のみ）、詳しくは各園へ問い合わせてください（日曜日、祝日を除く）。

▶対象　3歳児＝27年4月2日～28年4月1日生まれ、4歳児＝26年4月2日～
27年4月1日生まれ、5歳児＝25年4月2日～26年4月1日生まれ

　　　　※いずれも区内在住で保護者が送迎できる幼児

▶対象　保護者が働いている、病気・出産・介護などの理由で、保育が必要な
乳幼児

▶申込　10月22日～11月30日に区役所仮庁舎第1庁舎2階保育課窓口で
※土・日曜日、祝日を除く（11月10・18日9:00～16:00は受付可）

※入園案内・申込書は、10月11日から区役所仮庁舎第1庁舎2階保育課、第3庁
舎1階地域保健課、認可保育園、区立幼保一元化施設、子育て支援センター、
出張所・区民サービスセンター、保健相談所で配布（区HPでダウンロード可）

●31年4月1日までに出産予定の人の申込も受け付けます。
●現在待機（空き待ち）をしていて、31年4月以降も引き続き入園を希望する

人は、あらためて申し込んでください。
●転園を希望する人も申込が必要です。
●渋谷区外の保育園を希望する人は、事前に各区市町村へ問い合わせてください。
●31年5月以降の申込は各月締切日まで受け付けます。
※詳しくは入園案内をご覧ください。

●申込受付の事前予約ができます
▶予約対象日時　上記申込期間の8：30～11：30、13：00～16：30
　　　　　　　　（1世帯30分まで）
▶予約方法　10月3日から電話・窓口で（当日の予約は窓口のみ）

▶対象　4歳児＝26年4月2日～27年4月1日生まれ、5歳児＝25年4月2日～26年4月1日生まれ
　　　　※いずれも区内在住で保護者が送迎できる幼児
▶申込　10月24・25日 13：30～15：00に申込書を入園希望の幼稚園、幼保一元化施設へ提出 
　　　　※申込書は、10月1日から各幼稚園・幼保一元化施設で配布（土・日曜日、祝日を除く9：00～16：00）
●区立幼稚園や幼保一元化施設を利用するためには、内定後、区に申請し、支給認定を受ける必要があります。

問区立幼稚園は 学務課学事係（☎3463-2986 FAX 5458-4953）
　幼保一元化施設は 保育課入園相談係（☎3463-2492 FAX 5458-4907）

幼稚園名（所在地） 4歳児
（2年保育）

5歳児
（1年保育）

臨川幼稚園（広尾1-9-17） 30人 12人

広尾幼稚園（東3-3-3） 30人 12人

本町幼稚園（本町5-19-4） 30人 20人

幼保一元化施設名（所在地） 4歳児 5歳児
山谷かきのみ園（代々木3-32-13） 20人 ｜

千駄谷なかよし園（千駄ヶ谷2-4-1） 10人 ｜



しぶや区ニュースは、点字版と声のニュース（カセットテープ、デイジー）も発行しています。詳しくは広報コミュニケーション課（☎3463-1287）へ問い合わせてください。
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会 場 ・ 時 間 内 容

区役所仮庁舎第1庁舎前
11:00〜16:00
※小雨決行

●食品の販売
規格外の野菜を使ったスープの販売

美竹の丘・しぶや
10:30〜17:20

●食品ロスを減らすための標語表彰式（11：00から）
●食品ロスをテーマとした映画「もったいない」の上映会
　（11：20、15:45から）
▶定員　各100人（先着）　 ▶申込　当日会場で
●エコクッキングワークショップ（13：30〜15：30）

形や大きさがふぞろいで、消費されにくい食材を活用した
調理の実演

▶対象　主に小学生〜中学生と保護者
▶定員　10組（先着）　 ▶申込　10月５日から電話で
●フードドライブ（家庭で余っている食品）の受付
対象食品 未開封（破損して中身が出るものを除く）で、賞味期
限が1か月以上あるもの（賞味期限が記載されている）
＜食品例＞穀類、缶詰、調味料、飲料、お菓子など
※障害者支援事業所などによる、パン・野菜などの販売、
　食品ロスに関する展示を行います（15:30まで）。

国際連合大学
（神宮前5-53-70）
14:00〜15:00

●フードロスディスカッション
▶定員　50人（先着）　 ▶申込　10月5日から電話で

しぶや・もったいないマーケット ーSHIBUYA W
ウ ェ ル ネ ス

ELLNESS A
ア ク シ ョ ン

CTION

３Ｒ推進、世界食料デー月間です

区民保養施設

ごみ減量のキーワードは

１０月は

二の平渋谷荘 河津さくらの里しぶや

日 時 場 所
月〜金曜日 8：30〜17：00 渋谷区清掃事務所
火〜日曜日 9：00〜17：00 本町リサイクルセンター

日 程 場 所
10月10日（水） 代々木大山公園
10月21日（日） 恵比寿社会教育館
10月27日（土） 千駄谷小学校

古着と布団の回収

優秀作品

リサイクルバザール  フリーマーケット

問二の平渋谷荘東京事務所（☎3463-6386 FAX 5489-9781） 
　河津さくらの里しぶや東京事務所（☎3464-2424 FAX 5489-9781）

12月～31年1月3日宿泊分の申込を受け付けます（抽選）

▶所在地　神奈川県足柄下郡箱根町
　　　　　二ノ平1204
▶泊数　2泊3日まで
　　　　※1月3日を初日とする宿泊
　　　　　は1泊2日まで
▶休館日　12月10日（月）・11日（火）

▶所在地　静岡県賀茂郡河津町
　　　　　峰498-1
▶泊数　3泊4日まで
　　　　※1月3日を初日とする宿泊
　　　　　は1泊2日まで

区民・区民とみなされる人★ 区民以外の人
5,300円（3,300円） 7,300円（4,300円）

▶利用料金（1泊2食付き）

※（　）内は4〜11歳、3歳以下は無料　　　
※12歳以上の人は別途入湯税あり
※12月31日〜1月3日は特別料理のため、12歳以上の人は　
　1,000円加算
★区民とみなされる人

代表者に同行する2親等以内の人、区内在住で障害のある
人または要介護の人に同行する人（1人のみ）

▶申込方法
10月15日（消印有効）までに専用ハガキ、または10月15日
17：00までにファクス（ FAX 5489-9781）・各施設HPで
※重複申込不可、専用ハガキ･ファクス用紙は主な区施設で配布
▶抽選日　10月22日（月）
※区内在住・在勤の人を代表者とするグループ（１人利用可）は

１１月１日から１２月〜３１年１月３日分の空室を申込できます。

常設回収
※いずれも10：00〜12：00

洗濯された衣類（着物可）、布団（中が綿または化繊）、毛
布、タオル、靴・スニーカー・サンダル（左右そろっているもの）、ぬいぐるみ、
ベルト、バッグ、帽子

シミ、汚れ、破れ、臭いのあるもの、羽毛布団、座布団、
こたつ布団、枕、マットレス、敷パッド、クッション、カーペット、長靴、雑貨・
おもちゃ、ゴルフバッグ、車輪付きバッグ、ランドセル

▶日時　10月21日（日）10:00〜14:00
▶会場　幡ヶ谷区民会館
▶会場責任者　三原（☎3377-8739）
　　　　　　　服部（☎3376-7987）
▶定員　25店舗（先着）
▶費用　1店舗1,000円
▶申込　10月20日10：00から会場で　　
※フードドライブの受付も行います。

・最優秀賞
「ムダにしない 気もちが大事 わたしから」 久米珠里さん

・区長特別賞
「たべのこし 集めてみたら 一人分」 上村翠琉さん

・優秀賞
「買いすぎは 食べられないかも 気をつけよう」 若原望幸さん
「食べ放題、 取り放題とは ちがうんだ。」 横田里空さん
「インスタばえ のこしてしまったら ごみばこにハエ」 菅野恭平さん

回収できるもの

回収できないもの

「二の平渋谷荘」「河津さくらの里しぶや」

共通事項
▶対象　区内在住の人を代表者とする2人以上のグループ
※12月31日〜1月3日は、二の平渋谷荘は8人まで、河津さくら

の里しぶやは10人まで

問清掃リサイクル課リサイクル推進係（☎5467-4073 FAX 5467-4076）

日本では１人当たり、およそ茶
ちゃわん

碗一杯分の食料を毎日捨てているといわれています。食品ロス
など食品廃棄物の現状を知ってもらうため、「しぶや・もったいないマーケット」を開催します。
▶日程　１０月１3日（土）※詳しくは区HPをご覧ください。

食品ロスを減らすための標語

Reduce （リデュース）
ごみになるものを減らすこと（発生抑制）
Reuse （リユース）
使い終わったものをくり返し使うこと（再使用）
Recycle （リサイクル）
もう一度、資源として利用すること（再資源化）

3つの“R”です
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●区民先行優待販売

●区民先行優待販売

日 時 対 象 地 域

11月7日（水）
10：00～12：00 上原、大山町、神山町、松濤、神宮前、

神南、千駄ヶ谷、富ヶ谷

14：00～16：00 笹塚、西原、幡ヶ谷、初台、本町、
元代々木町、代々木、代々木神園町

11月8日（木）
10：00～12：00 宇田川町、桜丘町、渋谷、神泉町、

道玄坂、南平台町、鉢山町、円山町

14：00～16：00 鶯谷町、恵比寿、恵比寿西、恵比寿南、
猿楽町、代官山町、東、広尾

施設のイベント情報

伝承ホール新春落語会

柳家花緑

松元ヒロ
写真：橘蓮二

▶日時　31年1月3日（木）15：00開演（14：30開場）
▶会場　文化総合センター大和田4階さくらホール
▶出演　山中千尋（ピアノ）トリオ、
　　　　大和田レインボウ･プロジェクト参加者ほか
▶費用　3,500円、高校生以下1,500円（全席指定）
　　　　※当日券4,000円、高校生以下2,000円
　　　　（残席がある場合のみ）
▶申込　10月23日10：00から下記で
・チケットぴあ（☎0570-02-9999、Pコード127-638）
・ローソンチケット（☎0570-084-003、Lコード72449）
・イープラス
・文化総合センター大和田3階ホール事務室

▶費用
S席2,500円（高校生以下1,000円）、
A席1,500円（高校生以下500円）
※全席指定、無くなり次第終了
▶申込　10月8日10：00から
　　　　文化総合センター大和田3階ホール
　　　　事務室で
※区内在住・在勤・在学を証明できるものを提示

問文化総合センター大和田ホール事務室（☎3464-3252 FAX 3464-3289）

▲29年度の公演の様子

松元ヒロ・柳家花緑 二人会

▶費用　S席2,500円、A席（桟敷）1,500円
　　　　※全席指定、無くなり次第終了
▶申込　10月13日10：00から文化総合センター大和田3階ホール
　　　　事務室で※区内在住・在勤・在学を証明できるものを提示

問文化総合センター大和田ホール事務室
（☎3464-3252 FAX 3464-3289）

▶日時 31年1月2日（水）14:00開演（13:30開場）
▶会場 文化総合センター大和田6階伝承ホール
▶費用 3,500円（全席指定）
※未就学児不可
※車椅子席はホール事務室へ問い合わせ
▶申込 11月9日10：00から下記で
・チケットぴあ（☎0570-02-9999、Pコード489-488）
・文化総合センター大和田3階ホール事務室 （10:00～19:00）

※受付・用紙配布は当日開始40分～10分前に会場で
▶会場　文化総合センター大和田４階さくらホール　
▶持ち物　出席票兼関係用紙請求書など（事前に税務署から郵送）、
　　　　　手提げ袋
問給与支払報告書は
　税務課課税第一係・課税第二係（☎3463-1719・1726 FAX 5458-4913）
 ・年末調整・法定調書は 渋谷税務署（☎3463-9181）

30年分給与所得者の年末調整・
法定調書、給与支払報告書の説明会

さくらホール・ニューイヤー・ジャズ・コンサート ガーシュウィン「ラプソディ・イン・ブルー」
ジャズ・ピア二スト山中千尋と子どもたちが夢の共演。新年の幕開けに愛と希望に満ち溢

あ ふ

れる熱い演奏をお楽しみください。

◎ 展覧会「林原美術館所蔵 大名家の能装束と
能面」

▶日程　10月6日（土）～11月25日（日）
　　　　※会期中展示替えあり
◦ 記念講演会「大名家と能装束－文化史的視点から」
▶日時　10月14日（日）14：00から
▶講師　共立女子大学博物館館長　長崎巌氏
▶定員　80人（先着）　
▶申込　当日会場で ※13：00から整理券配布
◦観世流の謡
▶日時　11月10日（土）14：00から
▶出演　観世流能楽師　上田公威
▶定員　80人（抽選）
▶申込　10月19日（必着）までに往復ハガキで

（住所・氏名・年齢・電話番号を記入）、松濤美術
館へ ※1通につき2人まで

◎ 企画展「タネから種子へ」
▶日程
10月2日（火）～11月4日（日）
▶内容
種子が生産され市販されるま
での紹介

東2-25-37（〒150-0011）
☎5468-1384 FAX 5468-9385

ふれあい植物センター

いずれの施設も月曜日（祝・休日の場合は翌日）は休館です。施設によって入館料が異なります。入館は閉館30分前まで。
詳しくは問い合わせてください。

◎ 企画展｢ハチ公と忠犬ハチ公像｣
▶日程　10月8日（月・祝）まで
◦展示解説
▶日時　10月7日（日）14：00～14：30
◎ 歴史･文学めぐり
　｢東京の歴史的建造物を訪ねる｣
▶日時　10月25日（木）9：00～16：00 ※小雨決行
▶会場　江戸東京たてもの園（小金井市桜町）
▶講師　元社会教育指導員　伊野泰一氏
▶対象　区内在住の人　
▶定員　20人（抽選）
▶費用　400円
▶申込　10月10日（消印有効）までにハガキで（住
所・氏名〈全員〉・年齢・電話番号を記入）、郷土博物
館･文学館へ ※1通につき2人まで

松濤2-14-14（〒150-0046）
☎3465-9421 FAX 3460-6366

松濤美術館
東4-9-1（〒150-0011）
☎3486-2791 FAX 3486-2793

郷土博物館・文学館

▶申込　当日会場で

内 容 日 時
おはなし植物園｢ススキ
の話とススキと背比べ｣

10月17日（水）
15：00～15：30

のみもの植物園｢紅茶｣ 10月21日（日）
11：00～16：00

◎イベント

ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル（ナビダイヤル）
☎ 0570‐058‐555
※「０５０」から始まる電話でかける場合は☎６７００‐１１４４

問国民健康保険課国民年金係（☎３４６３-１７９７ FAX 5458-4940）
　日本年金機構渋谷年金事務所（☎３４６2-１241）

▶受付時間　・月～金曜日　9：00～19：00
　　　　　　・第2土曜日　9：00～17：00 ※祝日を除く

「ねんきんネット」は、いつでも自分の年金加入記録などを
インターネットで確認できるサービスです。将来受け取る
年金見込額を自分で試算でき、ねんきん定期便や年金の
支払いに関する通知書を24時間確認できます。
詳しくは、日本年金機構HPをご覧になるか問い合わせてください。




